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教育と医療
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病気・骨折

薬(情報薬） ・手術

落ちこぼれ
ひきこもり（遠隔が滅茶有効） 学習意欲

教育

元気



•共通点

•相違点

共通点と相違点
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•対象が人

•人間を良い方向へ

•教育は「データ駆動化」さ
れていない



ショートターム と ロングターム
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ショートタームは比較的簡単
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薬 風邪

教育 要素科目
（微分・積分
面積・鶴亀算）



ＭＯＯＣ
massive open online course



ログ解析による 落ちこぼれ防止は
MOOCでの典型的取組み！



安浦先生から九大先駆事例のご紹介？
（スタディログ解析）
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ロングタームは難しい
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健康・医療

教育

ライフコース

一生学び



壮年期

更年期

生殖・妊娠期

老年期

若年成人期

胎児期

学童・思春期

新生児期

乳幼児期

診療情報：医療機関、 医療保険利用情報：医療保険者（健保組合、全国健保協会、市区町村等）

学校健診：
学校（教育委員会）

乳幼児健診、予防接種
：市区町村

妊婦健診：医療機関

出生届：
市区町村、厚生労働省

妊娠届：市区町村

労働者の健診：事業者

住民健診：市区町村

要介護認定、
介護保険利用情報：
介護保険者（市区町村）

死亡届：
市区町村、厚生労働省

コホート調査

がん登録

疾患レジストリ

研究・アカデミア主導

特定健診：
医療保険者（健保組合、全国健保協
会、市区町村等）
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ライフコースを見つめる健康
末松誠前AMED理事長（現慶応大学医学部教授）
よりご提供



医療コホート

15

• 久山コホート
• フィンランド

バックトレース

何故癌になるか？
長期ビッグデータ疾病解明

60年のデータ

・癌
・痴呆



教育コホート
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• 教育コホートを創るべし

偉人伝ではなく普通の人生を
もっと正視すべし

（世界中どこかにあったら教えてください）



オリンピック選手の過酷な練習は
良いか悪いか？

64年からの長期にわたる計測に
よる圧倒的なエビデンス！！
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スポーツ庁



要するに簡単ではない！

長期的国家投資が必須
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課 題
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• 個人情報 ：FERPA
CCPA

• オープンな解析を可能とする長期
教育ビッグデータ基盤



課 題
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• 個人情報 ：FERMA
CCPA

• オープンな解析を可能とする長期
教育ビッグデータ基盤の構築が望
まれる



2022年 SINETとデータ基盤融合へ
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：400Gbps国内回線

：SINETノード

：簡易ノード

：100Gbps国内回線

：100Gbps国際回線5G モバイル機能

ローカル
5G

研
究
デ
ー
タ
基
盤

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

教育支援
にも活用

SINET5 （2016～2021年度）

4G モバイル機能

欧州

アジア

米国

：400Gbps国内回線

：SINETノード

：100Gbps国内回線

：100Gbps国際回線

学術認証基盤
クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

コンテンツ基盤

検索・利用

非公開 共有 公開

成果論文

公開・蓄積

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

データ検索基盤

管理・保存

研究データ

データ管理基盤 データ公開基盤

•全国を400Gbps以上、国際を200Gbps以上で整備
•無線（全国セキュア5G＋ローカル5G）と超高速有線との融合

研究データ基盤

次世代学術研究プラットフォーム
（2022～2027年度）

次世代学術研究プラットフォーム（2021～2027年度）

ネットワーク移行(2021年度)、次世代学術研究プラットフォームの運営(2022～2027年度)

ネットワーク基盤と
研究データ基盤を

融合

セキュア解析基盤

データガバナンス基盤

高度認証機能

ストレージ基盤

研究データ
基盤コア機能

検索・利用

非公開 共有 公開

成果論文

公開・蓄積

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

データ検索基盤

管理・保存

研究データ

データ管理基盤 データ公開基盤

現
行

データキュレーション/
人材育成基盤

•基礎的な機能の提供か
らデータ駆動型研究の
実践に不可欠な基盤へ
と機能を拡充



• Society 5.0 :  データ駆動型社会

• ビッグデータイニシアティブ 米国オバマ政権 （2012年）

• AI（深層学習） ： Data Fuel AI AIにとってデータが全て （2012年）

• 4thパラダイム： データ駆動型サイエンス (2009年）
– 1st 観測の科学、
– 2nd 理論科学
– 3rd    計算科学（スパコン）

これからの教育：「教育」をデータ駆動型へ
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教育を「データ駆動」へ変革することが肝（長い目で見ると必ずこうなる！）
教育ビッグデータに関する法整備
教育ビッグデータIT基盤の整備
全国の初中学生の学習状況をデータで補足、 施策の定量的効果把握
教育コホートの確立（久山の教育版）
民はwelcome！しかし基本データは共通フォーマットとして文科省等が利用可能とすべし

要するに全て『データ』が中心になる時代を示唆



頑張れば 出来る！
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Global Rainfall

（ＧＳＭａＰ）
Gridded point 

Prediction Value （GPV）

Coupled Model 

Intercomparison Project

（CMIP5）

Coupled Data

Assimilation

（CDA)
Nummeric Simulation

by Super Computer

Global Cloud Simulation

（NICAM）

Disaster prevention and mitigation

（Flood, Tsunami, Earthquake)

Smart Alert

Urban Planning 

Information call to action

X-Band

Rainfall Data

Telemetry and AMeDAS

Riverside live camera

Tidal data

Satellite Data
Crowd Sourcing

（Civic Participation Program）
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C-Band

DIAS



リアルタイム観測データ
取得配信システムの構築

DIASコアシステム

国交省 JAXA

気象庁

海上保安庁地方自治体等

ライブカメラ画像

河川テレメトリ

C-bandレーダ

X-bandレーダ

ライブカメラ画像 GSMaP 験潮データ

GPV

アメダス

ひまわり8号

15000地点
10分毎,200MB/日

1分毎
250mメッシュ
14地域
100GB/日

200地点
10分毎
2GB/日

5分毎
全国91地点
1MB/日

5分毎
1kmメッシュ
全国
1GB/日

1時間毎
0.1度メッシュ
全球(60S-60N)

10GB/日

10分/2.5分毎
全球、日本域
機動観測域
100GB/日

1時間毎
1300地点
10MB/日

1-3時間毎
84-264時間予報
0.2～1度メッシュ
全球,日本域
10GB/日
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６０００人が利用 その半数は海外



目的：
誰もやったことの無いことなので、大きな大学が率

先して失敗し、その経験知を皆と共有しよう！

「ここは何かを教えてくれると思わないで下さい。勘
違いしないでください。皆で情報共有する場です。」

Fail   Fast,  Cheap, Smart
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